
  

★  身に付いた所作が現れる ★ 

右の写真は、五色台少年自然センターの研修棟にある靴箱の様子を写し

たものです。去る７月６日（火）、５年生が集団自然学習として、五色台で焼

き板づくりやクイズラリーを自然の中で行いました。そうした活動の合間、

研修棟での昼食の時間、靴をきちんとそろえて靴箱に並べられていることに

驚かされました。 

  実は、５年生は学校の靴箱の様子が常に整っています。特に先生の指導が

あるわけでもなく、「靴をそろえて置く」という所作が身に付いているの

です。だから、学校から一歩外に出たときも、先生が指導しなくても靴をそ

ろえて置くことができているのだなと感じました。 

  これが、豊原小学校の教育の底力です。教育の根底を流れる人格形成に

学校の指導が生かされています。家庭の理解と協力によって身に付いた所作が生かされています。地域で育

った子どもの姿があったと考えます。あいさつや集団登校の様子も、伝統的に育った子どもの姿です。５年生

の校外での体験活動を通して、本校のよさを感じた１日でした。 

 

 

 

 

【文責  森  昭二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～お詫び～ 

６月号で９月の行事予定の４年生の校外学 

習の日が間違っておりました。 

正しくは９月２２日（水）です。 

豐原小学校だより

令和３年７月号 

〇放送朝礼(表彰式、校長先生の講話) 

【７月７日】 

第 37 回香川県小学生陸上競技交

流大会の表彰式が行われました。先

月の１次予選(２回目)及び本大会

で８位以内に入賞した３名が表彰

されました。朝礼後には、各教室で

校長先生から賞状が手渡され、その

栄誉が称えられました。 

校長先生の講話では、この日の七 

夕に合わせて一冊の絵本が紹介され、 

読まれました。いつも周りから誤解さ 

れ、家や学校で怒られてばかりいる少 

年が、七夕の短冊に心からの願い事を 

一生懸命に書くという内容です。 

 一人一人がこの少年の気持ちに共感 

するだけでなく、友だちの気持ちを考 

えることの大切さに気付いたことでし 

ょう。 
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＜お知らせ＞ 

 下記の期間中、校舎の外壁工事が行われます。お知りおきください。 

 工事期間：７月２１日（水）～１２月末（夏休み中：中庭側外壁、２学期以降：北道路側、運動場側外壁） 


